
1

一

王
羲
之
の
「
蘭
亭
序
」
に
つ
い
て

佐　

藤　

利　

行
・
劉　
　
　

金　

鵬

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
晋
朝
、
王
羲
之
、
蘭
亭
の
会
、
蘭
亭
序
、
書
翰

は
じ
め
に

王
羲
之
（
三
○
三
〜
三
六
一
）
の
生
涯
は
、
お
よ
そ
、

⑴　

会
稽
内
史
に
な
る
ま
で

⑵　

会
稽
内
史
の
時
期

⑶　

会
稽
の
逸
民

の
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。（
注
①
）

⑴
「
会
稽
内
史
に
な
る
ま
で
」
の
王
羲
之
は
、
二
十
歳
（
三
二
三
）
の
頃
に

秘
書
郎
と
し
て
起
家
し
、
三
十
二
歳
（
三
三
四
）
の
時
に
征
西
将
軍
庾
亮
の
参

軍
と
な
り
、
そ
の
後
、
長
史
に
遷
っ
た
。
三
十
七
歳
（
三
三
九
）
の
時
に
、
丞

相
王
導
（
羲
之
の
父
曠こ
う

の
従
兄
弟
）
が
卒
し
、そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
郗ち

鍳か
ん

（
羲

之
の
妻
の
父
）
も
亡
く
な
り
、
翌
年
の
正
月
に
は
庾
亮
も
世
を
去
っ
て
い
る
。

こ
の
三
人
は
時
の
大
臣
で
あ
り
、
羲
之
と
は
非
常
に
深
い
関
係
に
あ
っ
た
人
達

で
あ
る
。

三
十
八
歳
の
時
に
、
羲
之
は
寧
遠
将
軍
・
江
州
刺
史
に
遷
り
、
任
期
を
終
え

て
帰
京
し
て
の
後
は
、
侍
中
や
吏
部
尚
書
に
召
さ
れ
た
が
、
辞
退
し
て
そ
の
任

に
就
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
四
十
六
歳
（
三
四
八
）
の
時
に
、
友
人
で
あ
り
、
時
に
揚
州
刺
史

で
あ
っ
た
殷
浩
の
薦
め
も
あ
っ
て
、
護
軍
将
軍
と
し
て
中
央
政
府
に
入
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
う
し
て
四
十
九
歳
の
時
に
、
右
軍
将
軍
・
会
稽
内
史
に
任
ぜ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

⑵
「
会
稽
内
史
の
時
期
」
の
王
羲
之
は
、
五
十
四
歳
で
病や
ま
い

と
称
し
て
会
稽
郡

を
去
る
ま
で
の
四
年
間
、
中
央
の
政
情
と
北
方
戦
線
に
心
を
配
り
な
が
ら
、
会

稽
郡
の
政
治
に
携
わ
っ
た
。「
蘭
亭
の
会
」
が
催
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の

時
期
で
あ
る
。

⑶
「
会
稽
の
逸
民
」。
羲
之
は
永
和
十
一
年
（
三
五
五
）、
五
十
三
歳
の
時
に

会
稽
郡
を
去
る
。
内
史
と
し
て
郡
の
政
治
に
力
を
尽
く
し
て
い
た
羲
之
で
は

あ
っ
た
が
、
意
に
任
せ
ぬ
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
。『
晋
書
』
本
伝
に
記
述
さ
れ

て
い
る
王
述
と
の
諍
い
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
混

迷
し
た
政
治
に
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、
羲
之
の
心
の
中
で
は
、
以
前
か
ら
興
味
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二

を
抱
い
て
い
た
隠
逸
へ
の
思
い
が
次
第
に
つ
の
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
升
平
五
年
（
三
六
一
）、
五
十
九
歳
で
世
を
去
る
ま
で
の
数
年
間

を
「
会
稽
の
逸
民
」
と
し
て
過
ご
す
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
羲
之
に
は
、
も
は

や
出
仕
す
る
思
い
も
無
く
、
政
治
と
無
関
係
で
あ
り
た
い
と
願
っ
た
で
あ
ろ
う

が
、
琅ろ
う

邪や

の
王
氏
の
長
老
と
し
て
貴
族
社
会
で
の
一
族
の
地
位
を
保
持
す
る
た

め
の
苦
労
は
、
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

恐
ら
く
、
こ
の
頃
（
死
の
少
し
前
）
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な

書
翰
が
残
さ
れ
て
い
る
。（
注
②
）

足
下
今
年
、政
七
十
耶
。
知
體
氣
常
佳
。
此
大
慶
也
。
想
復
懃
加
頤
養
。

吾
年
垂
耳
順
。
推
之
人
理
、
得
爾
以
爲
厚
幸
。
但
恐
前
路
轉
欲
逼
耳
。
以

爾
、
要
欲
一
遊
目
汶
領
。
非
復
常
言
。
足
下
但
當
保
護
以
俟
此
期
。
勿
謂

虛
言
。
得
果
此
緣
、
一
段
奇
事
也
。（『
淳
化
』
四
51
・『
二
王
』
上
9
）

足
下
は
今
年
、
政ま
さ

に
七
十
な
る
耶か

。
體
氣
の
常
に
佳か

な
る
を
知
る
。
此
れ

大
慶
な
り
。
復
た
懃
ね
ん
ご
ろ

に
頤
養
を
加
へ
ん
こ
と
を
想
ふ
。
吾
は
年
、
耳
順
に

垂な
ん
な

ん
と
す
。
之
を
人
理
に
推
す
に
、
爾
る
を
得
た
る
は
以
て
厚
幸
と
爲
す
。

但
だ
前
路
の
轉う
た

た
逼
ら
ん
と
欲す

る
を
恐
る
る
耳
。
爾
る
を
以
て
、
一
た
び
汶ぶ
ん

領れ
い

に
遊
目
せ
ん
と
要ほ

っ欲
す
。
復
た
常
言
に
非
ず
。
足
下
、
但
だ
當
に
保
護
し

て
以
て
此
の
期
を
俟
つ
べ
し
。
虛
言
と
謂
ふ
こ
と
勿
か
れ
。
此
の
縁
を
果
た

す
を
得
ば
、
一
段
の
奇
事
な
り
。

「
あ
な
た
は
今
年
、
ち
ょ
う
ど
七
十
歳
に
な
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
い
つ
も

お
元
気
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
と
て
も
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
ど
う
か
更
に
十

分
に
養
生
し
て
下
さ
い
。
わ
た
し
も
耳
順
の
年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

人
の
世
の
道
理
か
ら
み
て
、
こ
の
年
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
は
大
変
に
幸
せ

な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
行
く
先
が
次
第
に
迫
っ
て
い
る
こ
と

が
気
が
か
り
で
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
わ
け
で
、
是
非
と
も
一
度
、
汶ぶ
ん

領れ
い

へ
遊

び
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
口
先
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た

は
お
体
を
大
切
に
し
て
、
そ
の
時
期
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
下
さ

い
。
虚う

言そ

だ
と
思
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
事
が
果
た
せ
た
な
ら
ば
、
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
す
」
と
う
内
容
の
こ
の
書
翰
は
、
益
州
刺
史
の
周
撫
に
宛
て
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
隠
逸
の
思
い
を
抱
き
、
そ
う
し
た
生
活
を
し
た
い
と
願
い

な
が
ら
も
、
な
か
な
か
そ
れ
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
羲
之
の
思
い

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
書
翰
で
あ
る
。（
注
③
）

以
下
、
本
稿
で
は
、
永
和
九
年
（
三
五
三
）、
羲
之
が
五
十
一
歳
の
時
に
催

し
た
蘭
亭
の
会
に
お
い
て
、
そ
こ
に
参
集
し
た
文
人
ら
が
作
っ
た
詩
を
集
め
た

蘭
亭
集
に
附
し
た
「
蘭
亭
の
序
」
を
取
り
上
げ
、
序
に
込
め
ら
れ
た
羲
之
の
思

い
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

「
蘭
亭
の
会
」

『
晋
書
』
王
羲
之
伝
に
は
「
蘭
亭
の
会
」
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。
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三

羲
之
雅
好
服
食
養
性
、
不
楽
在
京
師
。
初
渡
浙
江
、
便
有
終
焉
之
志
。

会
稽
有
佳
山
水
、名
士
多
居
之
。
謝
安
未
仕
時
、亦
居
焉
。
孫
綽
・
李
充
・

許
詢
・
支
遁
等
、
皆
以
文
義
冠
世
。
並
築
室
東
土
、
与
羲
之
同
好
。
嘗
与

同
志
、
宴
集
於
会
稽
・
山
陰
之
蘭
亭
。

羲
之
は
雅も
と

よ
り
服
飾
養
性
を
好
み
て
、
京
師
に
在
る
を
楽
し
ま
ず
。
初
め

浙
江
を
渡
る
に
、
便
ち
終
焉
の
志
有
り
。
会
稽
に
は
佳よ

き
山
水
有
り
、
名
士

は
多
く
之
に
居す

む
。
謝
安
の
未
だ
仕
へ
ざ
り
し
時
、亦
た
焉こ
こ

に
居す

む
。
孫
綽
・

李
充
・
許
詢
・
支
遁
ら
、
皆
な
文
義
を
以
て
世
に
冠
た
り
。
並
び
に
室
を
東

土
に
築
き
、
羲
之
と
好こ
の

み
を
同
じ
く
す
。
嘗
て
同
志
と
、
会
稽･

山
陰
の
蘭

亭
に
宴
集
す
。

こ
こ
に
「
会
稽
に
は
佳
き
山
水
有
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
会
稽
の
地
は
山
川

の
美
し
い
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。『
世
説
新
語
』
言
語
篇
に
は
、

王
子
敬
云
、「
從
山
陰
道
上
行
、
山
川
自
相
映
発
、
使
人
応
接
不
暇
。

若
秋
冬
之
際
、
尤
難
爲
懐
。」

王
子
敬
云
ふ
、「
山
陰
道
の
上あ
た
り

従
り
行
け
ば
、
山
川
自
づ
か
ら
相
映
発
し
、

人
を
し
て
応
接
に
暇
あ
ら
ざ
ら
し
む
。
秋
冬
の
際
の
若
き
は
、
尤も
つ
と

も
懐か
い

を
爲

し
難
し
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
羲
之
の
息
子
の
王
献
之
は
会
稽
の
山
川
の
美
し
さ
を
賞
嘆

し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
蘭
亭
の
会
」
に
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
、
い
っ
た
い

何
人
集
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
世
説
新
語
』企
羨
篇
の
注
に
引
く
羲
之
の「
臨

河
の
序
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

故
列
序
時
人
、
録
其
所
述
。
右
将
軍
司
馬
太
原
孫
公
等
二
十
六
人
、
賦

詩
如
左
。
前
餘
姚
令
会
稽
謝
勝
等
十
五
人
、
不
能
賦
詩
、
罰
酒
各
三
斗
。

故
に
時
人
を
列
序
し
、
其
の
述
ぶ
る
所
を
録
す
。
右
将
軍
の
司
馬
な
る
太

原
の
孫
公
ら
二
十
六
人
、
詩
を
賦
す
る
こ
と
左
の
如
し
。
前
の
餘
姚
の
令
な

る
会
稽
の
謝
勝
ら
十
五
人
、
詩
を
賦
す
る
こ
と
能
は
ず
、
罰
酒
は
各
お
の
三

斗
な
り
。

す
な
わ
ち
、
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
者
は
二
十
六
人
、
詩
を
作
る
こ
と
が

で
き
ず
罰
と
し
て
三
斗
の
酒
を
飲
ん
だ
者
が
十
五
人
、
合
わ
せ
て
四
十
一
人
が

「
蘭
亭
の
会
」
に
集
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、

宋
の
張
淏
の
『
雲
谷
雑
記
』
巻
一
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

予
嘗
得
蘭
亭
序
石
刻
一
巻
。
首
列
羲
之
序
文
。
次
則
諸
人
之
詩
、
末
有

孫
綽
後
序
。
其
詩
、
四
言
二
十
二
首
、
五
言
二
十
六
首
、
自
羲
之
而
下
、

凡
四
十
有
二
人
。
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四

成
両
篇
者
十
一
人
。
右
将
軍
王
羲
之
、
琅
邪
王
友
謝
安
、
司
徒
左
西
属

謝
万
、
左
司
馬
孫
綽
、
行
参
軍
徐
豊
之
、
前
餘
杭
令
孫
統
、
前
永
興
令
王

彬
之
、
王
凝
之
、
王
粛
之
、
王
徽
之
、
陳
郡
袁
嶠
之
。

成
一
篇
者
一
十
五
人
。
散
騎
常
侍
郗
曇
、
行
参
軍
王
豊
之
、
前
上
虞
令

華
茂
、
穎
川
庾
友
、
鎮
軍
司
馬
虞
説
、
郡
功
曹
魏
滂
、
郡
五
官
謝
繹
、
穎

川
庾
蘊
、
行
参
軍
曹
茂
之
、
徐
州
西
平
曹
華
、
滎
陽
伯
偉
、
王
元
之
、
王

蘊
之
、
王
渙
之
、
前
中
軍
参
軍
孫
嗣
。

一
十
六
人
詩
不
成
。
各
罰
酒
三
觥
。
侍
郎
謝
瑰
、鎮
国
大
将
軍
掾
卞
迪
、

行
参
軍
事
印
丘
旄
、
王
献
之
、
行
参
軍
楊
模
、
参
軍
孔
熾
、
参
軍
劉
密
、

山
陰
令
虞
谷
、
府
功
曹
労
夷
、
府
主
簿
后
綿
、
前
長
岑
令
華
耆
、
府
主
簿

任
凝
、
前
餘
杭
令
謝
藤
、
任
城
呂
系
、
任
城
呂
本
、
彭
城
曹
諲
。

諸
詩
及
後
序
、
文
多
不
載
。
姑
記
作
者
姓
名
于
此
。
庶
覧
者
知
当
世
一

觴
一
詠
之
楽
云
。

予
嘗
て
蘭
亭
序
の
石
刻
一
巻
を
得
た
り
。
首は
じ
め

に
羲
之
の
序
文
を
列
す
。
次

に
は
則
ち
諸
人
の
詩
、
末
に
は
孫
綽
の
後
序
有
り
。
其
の
詩
は
、
四
言

二
十
二
首
、
五
言
二
十
六
首
、
羲
之
よ
り
而
下
、
凡
て
四
十
二
人
な
り
。

両
篇
を
成
す
者
は
十
一
人
。
右
将
軍
王
羲
之
、
琅
邪
王
友
謝
安
、
司
徒
左

西
属
謝
万
、
左
司
馬
孫
綽
、
行
参
軍
徐
豊
之
、
前
の
餘
杭
令
孫
統
、
前
の
永

興
令
王
彬
之
、
王
凝
之
、
王
粛
之
、
王
徽
之
、
陳
郡
の
袁
嶠
之
。

一
篇
を
成
す
者
は
一
十
五
人
。
散
騎
常
侍
郗
曇
、
行
参
軍
王
豊
之
、
前
の

上
虞
令
華
茂
、
穎
川
の
庾
友
、
鎮
軍
司
馬
虞
説
、
郡
の
功
曹
魏
滂
、
郡
の
五

官
謝
繹
、
穎
川
の
庾
蘊
、
行
参
軍
曹
茂
之
、
徐
州
の
西
平
曹
華
、
滎
陽
の
伯

偉
、
王
元
之
、
王
蘊
之
、
王
渙
之
、
前
の
中
軍
参
軍
孫
嗣
。

一
十
六
人
は
詩
成
ら
ず
。
各
お
の
罰
酒
は
三
觥
。
侍
郎
謝
瑰
、
鎮
国
大
将

軍
の
掾
卞
迪
、
行
参
軍
事
印
丘
旄
、
王
献
之
、
行
参
軍
楊
模
、
参
軍
孔
熾
、

参
軍
劉
密
、
山
陰
令
虞
谷
、
府
の
功
曹
労
夷
、
府
の
主
簿
后
綿
、
前
の
長
岑

令
華
耆
、
府
の
主
簿
任
凝
、
前
の
餘
杭
令
謝
藤
、
任
城
の
呂
系
、
任
城
の
呂

本
、
彭
城
の
曹
諲
。

諸
詩
及
び
後
序
は
、
文
多
け
れ
ば
載
せ
ず
。
姑し
ば
ら

く
作
者
の
姓
名
を
此
に
記

す
。
覧
る
者
、
当
世
の
一
觴
一
詠
の
楽
し
み
を
知
る
に
庶ち
か

か
ら
ん
と
云
ふ
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
集
ま
っ
た
人
数
が
四
十
一
人
で
は
な
く
、
一
人
多
い
四
十
二

人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
謝
安
、
謝
万
、
郗
曇
、
孫
綽
と
い
っ
た
当

時
の
名
士
を
中
心
に
、
多
く
の
中
堅
官
僚
た
ち
、
ま
た
羲
之
の
子
で
あ
る
凝
之
、

粛
之
、
徽
之
、
玄
之
、
渙
之
、
献
之
ら
の
名
が
見
え
て
い
る
。

「
蘭
亭
の
序
」

王
羲
之
の
「
蘭
亭
の
序
」
は
、
蘭
亭
の
会
に
参
集
し
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
三
十
七
篇
四
十
八
首
の
序
文
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内

容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

永
和
九
年
、
歲
在
癸
丑
。
暮
春
之
初
、
會
於
會
稽
山
陰
之
蘭
亭
。
修
禊

事
也
。
羣
賢
畢
至
，
少
長
咸
集
。
此
地
有
崇
山
峻
嶺
、
茂
林
修
竹
。
又
淸



広島大学大学院文学研究科論集　第76巻5

五

流
急
湍
、
映
帶
左
右
。
引
以
爲
流
觴
曲
水
、
列
坐
其
次
。
雖
無
絲
竹
管
絃

之
盛
、
一
觴
一
詠
、
亦
足
以
暢
敍
幽
情
。
是
日
也
、
天
朗
氣
淸
、
惠
風
和

暢
。
仰
觀
宇
宙
之
大
、
俯
察
品
類
之
盛
。
所
以
遊
目
騁
懷
、
足
以
極
視
聽

之
娛
。
信
可
樂
也
。
夫
人
之
相
與
俯
仰
一
世
、
或
取
諸
懷
抱
、
晤
言
一
室

之
內
、
或
因
寄
所
託
、
放
浪
形
體
之
外
。
雖
趨
舍
萬
殊
、
靜
躁
不
同
、
當

其
欣
於
所
遇
、
蹔
得
於
己
、
快
然
自
足
、
不
知
老
之
將
至
。
及
其
所
之
旣

倦
、
情
隨
事
遷
、
感
慨
係
之
矣
。
向
之
所
欣
、
俛
仰
之
間
、
以
爲
陳
蹟
。

猶
不
能
不
以
之
興
懷
。
況
脩
短
隨
化
、
終
期
於
盡
。
古
人
云
、
死
生
亦
大

矣
。
豈
不
痛
哉
。
每
覽
昔
人
興
感
之
由
、若
合
一
契
。
未
嘗
不
臨
文
嗟
悼
、

不
能
喩
之
於
懷
。
固
知
、
一
死
生
爲
虛
誕
、
齊
彭
殤
爲
妄
作
。
後
之
視
今
、

亦
由
今
之
視
昔
。
悲
夫
。
故
列
敍
時
人
、
錄
其
所
述
。
雖
世
殊
事
異
、
所

以
興
懷
、
其
致
一
也
。
後
之
覽
者
、
亦
將
有
感
於
斯
文
。

永え
い
わ和

九
年
、歲
は
癸
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初
め
、會
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
會
す
。

禊
事
を
修
む
る
な
り
。
羣
賢
畢
こ
と
ご
と

く
至
り
、
少
長
咸み

な
集つ
ど

へ
り
。
此
の
地
に
崇

山
峻
嶺
、
茂
林
修
竹
有
り
。
又
た
淸
流
急
湍
あ
り
て
、
左
右
に
映
帶
す
。
引
き

て
以
て
流
觴
の
曲
水
と
爲
し
、
其
の
次ほ
と
り

に
列
坐
す
。
絲
竹
管
絃
の
盛
無
し
と
雖

と
も
、
一
觴
一
詠
、
亦
た
以
て
幽
情
を
暢
敍
す
る
に
足た

れ
り
。
是
の
日
や
、
天

朗
か
に
氣
淸
み
、
惠
風
和
暢
す
。
仰
い
で
宇
宙
の
大
い
な
る
を
觀
、
俯
し
て
品

類
の
盛
ん
な
る
を
察さ
つ

す
。
目
を
遊
ば
し
め
懷お
も

ひ
を
騁は

す
る
所
以
に
し
て
、
以
て

視
聽
の
娛
し
み
を
極
む
る
に
足
れ
り
。
信
に
樂
し
む
可
き
な
り
。
夫
れ
人
の
相

ひ
與と
も

に
一
世
に
俯
仰
す
る
や
、
或
い
は
諸こ
れ

を
懷
抱
に
取
り
て
、
一
室
の
內
に
晤ご

言げ
ん

し
、
或
い
は
託
す
る
所
に
寄
す
る
に
因
り
て
、
形
體
の
外
に
放
浪
す
。
趨
舍

萬
殊
に
し
て
、
靜
躁
同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
其
の
遇あ

ふ
所
を
欣よ
ろ
こ

び
て
、
蹔し
ば
ら

く
己

に
得
る
に
當
た
り
て
は
、
快
然
と
し
て
自
ら
足
り
、
老お
い

の
將ま
さ

に
至
ら
ん
と
す
る

を
知
ら
ず
。
其
の
之
く
所
の
旣
に
倦う

み
、情
の
事
に
隨
ひ
て
遷
る
に
及
ん
で
は
、

感
慨
之
に
係
れ
り
。
向さ
き

の
欣
ぶ
所
は
、
俛
仰
の
間
に
、
以す
で

て
陳
蹟
と
爲
れ
り
。

猶
ほ
之
を
以
て
懷
ひ
を
興
さ
ざ
る
能
は
ず
。
況
ん
や
脩
短
化
に
隨
ひ
て
、
終
に

盡
く
る
に
期
す
る
を
や
。
古
人
云
ふ
、
死
生
も
亦
た
大
な
り
と
。
豈
に
痛
ま
ざ

ら
ん
哉
。
昔
人
感
を
興
す
の
由よ
し

を
覽
る
每
に
、
一
契
に
合
す
る
が
若
し
。
未
だ

嘗
て
文
に
臨
ん
で
嗟
悼
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
も
、
之
を
懷こ
こ
ろ

に
喩さ
と

る
能
は
ず
。
固ま
こ
と

に
知
る
、
死
生
を
一い
つ

に
す
る
は
虛
誕
爲
り
、
彭
殤
を
齊ひ
と

し
く
す
る
は
妄
作
爲
る

を
。
後
の
今
を
視
る
も
、
亦
た
由な

ほ
今
の
昔
を
視
る
ご
と
く
な
ら
ん
。
悲
し
い

夫か
な

。
故
に
時
人
を
列
敍
し
て
、
其
の
述
ぶ
る
所
を
錄
す
。
世
は
殊こ
と

な
り
事
は
異

な
る
と
雖
も
、
懷
ひ
を
興
す
所
以
は
、
其
の
致
は
一
な
り
。
後
の
覽
ん
者
も
、

亦
た
將ま
さ

に
斯
の
文
に
感
ず
る
こ
と
有
ら
ん
と
す
。

「
永
和
九
年
、
癸
み
ず
の
と

丑う
し

の
歳
、
暮
春
三
月
の
初
め
に
、
会
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
会

し
た
。
こ
れ
は
禊み
そ
ぎ

の
祭
事
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
群
賢
は
こ
と
ご
と
く
至
り
、

老
い
も
若
き
も
み
な
集
ま
っ
た
。
こ
の
地
に
は
、
高
い
山
・
峻け
わ

し
い
嶺み
ね

、
茂
っ

た
林
・
長
い
竹
が
あ
る
。
ま
た
、
清
ら
か
な
流
れ
・
た
ぎ
る
早
瀬
が
あ
り
、
左

右
に
照
り
映
え
て
い
る
。
そ
の
流
れ
を
引
い
て
、觴
さ
か
づ
き

を
流
す
曲
水
と
な
し
、人
々

は
そ
の
ほ
と
り
に
列な
ら

ん
で
坐
っ
た
。
琴
や
笛
の
賑に
ぎ

や
か
さ
は
な
い
が
、
酒
を
飲

み
詩
を
賦ふ

し
て
、
心
中
の
情お
も

い
を
述
べ
る
に
は
十
分
で
あ
る
。
こ
の
日
は
、
天
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は
朗
ら
か
に
晴
れ
わ
た
り
空
気
は
澄
み
き
っ
て
、
春
風
が
お
だ
や
か
に
吹
き
わ

た
っ
て
い
た
。
仰
い
で
は
限
り
な
い
宇
宙
の
大
き
さ
を
観
、
俯
し
て
は
盛
ん
な

る
万
物
を
見
る
。
ま
こ
と
に
目
を
遊
ば
せ
懐お
も

い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
、
目
や

耳
を
十
分
に
娯た
の

し
ま
せ
る
に
足
る
も
の
で
、
本
当
に
楽
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
一
生
を
過
ご
す
場
合
、
心
に
抱
く
懐
い

を
、
一
室
の
中
で
語
り
合
う
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
託
す
る
も
の
に
身
を

ま
か
せ
、形
体
を
超
越
し
て
過
ご
す
こ
と
も
あ
ろ
う
。そ
の
生
き
方
は
種
々
様
々

で
あ
り
、
静
と
動
と
同
じ
く
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
境
遇
を
よ

ろ
こ
び
、
し
ば
ら
く
自
分
の
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
時
に
は
、
心
地
好よ

く
満

足
し
て
、
老
い
が
我
が
身
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
や

が
て
そ
の
し
て
い
る
こ
と
に
倦あ

き
が
き
て
、
気
持
ち
も
事
に
従
っ
て
遷
っ
て
ゆ

く
と
、
感
慨
が
そ
れ
に
つ
れ
て
起
こ
っ
て
く
る
。
さ
き
に
喜
ん
だ
こ
と
も
、
す

ぐ
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、
と
り
わ
け
こ
の
こ
と
で
物
思
い
を
お
こ

さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
、
命
の
長
い
者
も
短
か
い
者
も
、
時
の
移
り

ゆ
く
ま
ま
に
、
や
が
て
必
ず
尽
き
て
し
ま
う
か
ら
に
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

古
人
は
言
う
、「
死
と
生
と
は
、
人
生
の
大
事
で
あ
る
」
と
。
何
と
痛
ま
し
い

こ
と
で
は
な
い
か
。
昔
の
人
が
感
を
も
よ
お
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
見
る
た
び

に
、
私
も
全
く
同
じ
こ
と
を
思
っ
た
し
、
古
人
の
文
章
を
前
に
し
て
、
こ
れ
ま

で
嘆
き
痛
ま
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
心
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
し
今
や
、
死
と
生
を
同
一
視
す
る
の
は
虚で
た

誕ら
め

で
あ
り
、
長
寿

と
夭
折
を
同
じ
と
す
る
事
が
妄い
つ

作わ
り

で
あ
る
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
っ
た
。
後
世
の

人
々
が
今
の
我
々
を
見
る
の
も
、
ち
ょ
う
ど
今
の
我
々
が
古
の
人
々
を
見
る
の

と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
悲
し
い
こ
と
よ
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
こ
こ
に
列
席
し

た
人
た
ち
の
名
を
書
き
つ
ら
ね
、
彼
ら
の
述
べ
た
詩
を
記
録
す
る
こ
と
に
し

た
。
時
代
は
変
り
、
事
情
は
異こ
と

な
っ
て
も
、
懐
い
を
興お
こ

さ
せ
る
種
と
な
る
も
の

は
、
結
局
一
つ
で
あ
る
。
従
っ
て
後
世
こ
の
文
を
見
る
人
も
、
ま
た
心
に
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。」

以
上
が
「
蘭
亭
の
序
」
の
全
文
で
あ
る
が
、
こ
の
序
は
内
容
に
よ
っ
て
、
三

つ
の
段
落
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
当
日
の
会
の
様
子
を
述
べ

る
第
一
段
、
生
と
死
に
つ
い
て
の
羲
之
の
思
い
を
述
べ
る
第
二
段
、
こ
の
会
に

お
け
る
感
懐
を
後
世
の
人
に
伝
え
る
た
め
に
、
集
ま
っ
た
人
々
の
姓
名
と
作
ら

れ
た
詩
を
記
録
す
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
第
三
段
で
あ
る
。

「
蘭
亭
の
序
」
の
中
心
で
あ
る
第
二
段
に
お
い
て
、羲
之
は
「
古
人
云
ふ
、『
死

生
も
亦
た
大
な
り
』
と
」
と
言
い
、
死
と
生
と
は
人
生
の
大
事
で
あ
り
、
生
き

て
い
る
間
こ
そ
が
全
て
で
あ
り
、死
後
の
世
界
は
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、

考
え
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
自
ら
の
思
い
を
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
短
い
生
涯
を
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
け
ば
良
い
の
か
。

羲
之
は
今
、
そ
の
時
々
を
充
実
し
て
生
き
る
、
そ
の
連
続
に
よ
っ
て
生
き
て
い

る
間
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
考
え

方
は
、
い
わ
ゆ
る
刹
那
主
義
的
な
生
き
方
を
言
う
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
の

今
の
現
実
、
目
の
前
を
充
実
し
て
生
き
て
い
こ
う
、
と
い
う
む
し
ろ
積
極
的
な

生
き
方
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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「
目
前
の
楽
し
み
」

そ
う
し
た
充
実
し
た
時
を
連
続
さ
せ
る
た
め
に
、羲
之
は
「
目
前
の
楽
し
み
」

と
い
う
こ
と
を
し
ば
し
ば
言
っ
て
い
る
。
今
日
ま
で
王
羲
之
の
書
翰
は
合
わ
せ

て
七
百
首
近
く
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
羲
之
は
「
目
前
の
楽
し
み
」

に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
之
辭
世
者
、
或
被
髪
徉
狂
、
或
汚
身
穢
迹
。
可
謂
艱
矣
。
今
僕
坐
而

獲
免
、
遂
其
宿
心
。
其
爲
幸
慶
、
豈
非
天
賜
。
違
天
不
祥
。
頃
東
遊
還
。

修
治
桑
果
、
今
盛
敷
榮
。
率
諸
子
、
抱
孫
、
遊
觀
其
間
。
有
一
味
之
甘
、

割
而
分
之
、
以
娯
目
前
。
雖
植
德
無
殊
邈
、
猶
欲
教
養
子
孫
、
以
敦
厚
退

讓
、
戒
以
輕
薄
。
庶
令
擧
策
數
馬
、
彷
彿
萬
石
之
風
。
君
謂
之
何
如
。
遇

重
熙
去
。
當
與
安
石
、
東
遊
山
海
、
幷
行
田
、
盡
地
利
。
頤
養
閒
暇
、
衣

食
之
餘
、
欲
與
親
知
、
時
共
歡
讌
。
雖
不
能
興
言
高
詠
、
銜
杯
引
満
、
語

田
里
所
行
、
故
以
爲
撫
掌
之
資
。
其
爲
得
意
、
可
勝
言
耶
。
常
依
陸
賈
班

嗣
楊
王
孫
之
處
世
、甚
欲
希
風
數
子
。
老
夫
志
願
、盡
於
此
也
。
君
察
此
。

當
有
二
言
不
。
眞
所
謂
賢
者
志
於
大
、
不
肖
志
其
小
。
無
緣
見
君
。
故
悉

心
而
言
、
以
當
一
面
。（『
右
軍
』
三
一
五
）

古
い
に
し
え

の
世
を
辭
す
る
者
は
、
或
い
は
被
髪
徉
狂
し
、
或
い
は
身
を
汚け
が

し
迹あ
と

を
穢け
が

す
。
艱か
た

し
と
謂
ふ
可
し
。
今
、
僕
は
坐い

な
が
ら
に
し
て
免
る
る
を
獲
、

其
の
宿
心
を
遂
ぐ
。
其
の
幸
慶
爲た

る
や
、
豈
に
天
賜
に
非
ず
や
。
天
に
違
へ

ば
不
祥
な
り
。
頃こ

の
こ

ろ
東
遊
し
て
還
る
。
桑
果
を
修
治
し
、
今
、
盛
ん
に
榮
を

敷
く
。
諸
子
を
率
ゐ
、
孫
を
抱
き
、
其
の
間
に
遊
觀
す
。
一
味
の
甘
き
有
ら

ば
、
割
き
て
之
を
分
ち
、
以
て
目
前
を
娯
し
む
。
德
を
植
つ
る
こ
と
殊
に
邈は
る

か
な
る
こ
と
無
し
と
雖
も
、
猶
ほ
子
孫
を
教
養
す
る
に
、
敦
厚
退
讓
を
以
て

し
、
戒
む
る
に
輕
薄
を
以
て
せ
ん
と
欲
す
。
庶ね
が

は
く
は
策む
ち

を
擧
げ
て
馬
を
數

へ
、
萬
石
の
風
に
彷
彿
た
ら
令
め
ん
こ
と
を
。
君
、
之
を
謂
ふ
こ
と
何
如
。

遇た
ま

た
ま
重
熙
去
る
。
當ま
さ

に
安
石
と
、
東
の
か
た
山
海
に
遊
び
、
幷
せ
て
田
を

行
な
ひ
、
地
の
利
を
盡
く
す
べ
し
。
頤
養
の
閒
暇
、
衣
食
の
餘
、
親
知
と
時

に
歡く
わ
ん

讌え
ん

を
共
に
せ
ん
と
欲
す
。
言
を
興
し
て
高
詠
し
、
杯
を
銜
ん
で
満
を
引

く
こ
と
能
は
ず
と
雖
も
、
田
里
の
行
な
ふ
所
を
語
る
に
、
故
よ
り
以
て
撫ぶ

掌し
や
う

の
資
と
爲
す
。
其
の
得
意
爲
る
こ
と
、勝
げ
て
言
ふ
可
け
ん
耶
。
常
に
陸
賈
・

班
嗣
・
楊
王
孫
の
處
世
に
依
り
、
甚
だ
風ふ
う

を
數
子
に
希ね
が

は
ん
と
欲
す
。
老
夫

の
志
願
、此
に
盡
く
る
な
り
。
君
、此
を
察
せ
よ
。
當は

た
二
言
有
る
や
不い
な

や
。

眞
に
所
謂
、
賢
者
は
大
を
志し

り
、
不
肖
は
其
の
小
を
志
る
な
り
。
君
に
見あ

ふ

に
緣よ
し

無
し
。
故
に
心
を
悉つ
く

し
て
言
ひ
、
以
て
一
面
に
當
て
ん
。

「
古
い
に
し
え

の
俗
世
に
別
れ
を
告
げ
た
者
は
、
髪
を
ふ
り
乱
し
て
狂
人
を
よ
そ

お
っ
た
り
、
わ
が
身
や
わ
が
行
な
い
を
汚け
が

し
た
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
な

か
な
か
出
来
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
今
、
私
は
い
な
が
ら

に
し
て
俗
世
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
、
か
ね
て
か
ら
の
懐お
も

い
を
遂と

げ
ま

し
た
。
こ
の
慶よ
ろ
こ

び
は
、
天
か
ら
の
賜
り
物
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
天
命

に
逆さ
か
ら

う
こ
と
は
不
吉
で
す
。
さ
て
、
近
ご
ろ
東
の
方
を
遊
覧
し
て
帰
り
ま



王羲之の「蘭亭序」について（佐藤・劉） 8

八

し
た
。桑
の
木
を
植
え
て
お
い
た
の
が
、今
や
り
っ
ぱ
に
育
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
を
引
き
連
れ
、
孫
た
ち
を
抱
き
か
か
え
て
は
、
そ
の
間
を
な
が

め
ま
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
何
か
う
ま
い
も
の
が
有
れ
ば
、
み
ん
な
で
そ
れ

を
分
け
あ
っ
て
、
こ
の
目
前
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
私
は
と
り
わ
け
す

ぐ
れ
た
徳
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
子
や
孫
た
ち
に
敦
厚
と
退へ
り
く
だ
り譲
を

教
え
、
軽
薄
を
戒い
ま
し

め
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
で
き
ま
す
な
ら
ば
、
策む
ち

を
手
に
し
て
い
ち
い
ち
馬
を
数
え
た
と
い
う
万ば
ん

石せ
き

君く
ん

の
家
風
に
な
ら
い
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
は
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
か
。
た
ま
た
ま
重じ
ゅ
う

熙き

が
（
西
に
）
行
き
ま
し
た
の
で
、
安
石
と
東
方
の

山
海
を
遊
覧
し
、
つ
い
で
に
荘
園
を
見
て
ま
わ
り
、
田
を
ち
ゃ
ん
と
作
ら

せ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
養
生
の
ひ
ま
が
で
き
、
生
活
の
余
裕

が
で
き
た
な
ら
ば
、
親
戚
の
者
や
知
人
た
ち
と
一
緒
に
歓
談
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
立
派
な
言
葉
を
述
べ
、
高
ら
か
に
歌
い
あ
げ
、
盃
を

ふ
く
ん
で
飲
み
ほ
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
田
舎
で
の
く
ら

し
を
語
り
合
え
ば
、
手
を
撫う

っ
て
談
笑
す
る
種た
ね

に
は
な
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
満
ち
足
り
た
気
持
ち
は
、
と
て
も
言
い
つ
く
せ
な
い
で
し
ょ
う
。
い
つ

も
陸り
く

賈か

や
班は
ん

嗣し

・
楊よ
う

王お
う

孫そ
ん

の
処
世
術
を
参
考
に
し
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の

風ふ
う

に
な
ら
い
た
い
と
望
ん
で
お
り
ま
す
。
老
い
ぼ
れ
の
私
の
願
い
は
、
た

だ
こ
れ
だ
け
で
す
。あ
な
た
も
お
察
し
下
さ
い
。心
に
も
な
い
こ
と
は
言
っ

て
は
お
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
、
所い
わ
ゆ謂
る
『
賢
者
は
そ
の
大
き
な
と
こ
ろ
を

知
っ
て
お
り
、
不
賢
者
は
そ
の
小
さ
な
と
こ
ろ
を
知
っ
て
お
る
』
と
い
う

も
の
で
す
。
あ
な
た
に
お
目
に
か
か
る
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
心

の
た
け
を
述
べ
尽
く
し
、
拝
眉
に
代
え
る
次
第
で
す
。」

こ
の
書
翰
は
、『
晋
書
』
本
伝
に
も
、「
吏
部
郎
謝
万
に
書
を
与
え
て
曰
く
」

と
し
て
載
せ
て
あ
る
。
書
翰
の
中
で
、「
諸
子
を
率
ゐ
、
孫
を
抱
き
、
其
の
間

に
遊
観
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
老
年
を
迎
え
た
羲
之
に
と
っ
て
は
、
家
族
と
過

ご
す
時
間
は
何
よ
り
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
幼
い
孫
た
ち
は
羲
之
に

と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
幼
い
孫
が

世
を
去
っ
て
し
ま
う
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
も
あ
っ
た
。

官
奴
小
女
玉
潤
、
病
來
十
餘
日
、
了
不
令
民
知
。
昨
來
忽
發
痼
、
至
今

轉
篤
。
又
苦
頭
癰
、
頭
癰
以
潰
、
尚
不
足
憂
。
痼
病
少
有
差
者
、
憂
之
燋

心
、
良
不
可
言
。
頃
者
，
艱
疾
未
之
有
。
良
由
民
爲
家
長
、
不
能
剋
己
懃

修
、
訓
化
上
下
、
多
犯
科
誡
、
以
至
於
此
。
民
惟
歸
誠
待
罪
而
已
。
此
非

復
常
言
常
辭
。
想
官
奴
辭
以
具
。
不
復
多
白
。
上
負
道
德
、
下
愧
先
生
。

夫
復
何
言
。（『
二
王
』
上
一
八
）

官
奴
の
小
女
玉
潤
は
、
病
み
來
た
り
て
十
餘
日
な
る
に
、
了ま
つ
た

く
民わ
れ

を
し
て

知
ら
令
め
ず
。
昨
來
、
忽た
ち
ま

ち
痼こ

を
發
し
、
今
に
至
り
て
轉う
た

た
篤あ
つ

し
。
又
た
頭と
う

癰よ
う

に
苦
し
む
も
、
頭
癰
は
以す
で

に
潰
れ
、
尚
ほ
憂
ふ
る
に
足
ら
ず
。
痼こ

病び
や
う

は
少

し
く
差い

ゆ
る
者こ
と

有
る
も
、
之
を
憂
ひ
て
心
を
燋い
た

ま
し
む
る
こ
と
、
良
に
言
ふ

可
か
ら
ず
。
頃こ
の

者こ
ろ

、艱か
ん

疾し
つ

は
未
だ
之
れ
有
ら
ず
。
良ま
こ
と

に
民わ
れ

は
家
長
と
爲
る
も
、

己
に
剋
ち
て
懃つ
と

め
修
め
、
上
下
を
訓
化
す
る
能
は
ず
し
て
、
科く
わ

誡か
い

を
犯
す
こ
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と
多
き
に
由
り
て
、
以
て
此
に
至
る
な
り
。
民わ
れ

は
惟
だ
誠
に
歸
し
て
罪
を
待

つ
而の

已み

。
此こ

れ
復ま

た
常
言
常
辭
に
非
ず
。
想
ふ
に
官
奴
辭つ

げ
て
以
て
具つ
ぶ
さ

に
せ

ん
。
復
た
多
く
は
白ま
う

さ
ず
。
上
は
道
德
に
負そ
む

き
、
下
は
先
生
に
愧は

づ
。
夫
れ

復
た
何
を
か
言
は
ん
。

「
官か
ん

奴ど

の
少
女
の
玉ぎ
ょ
く

潤じ
ゅ
ん

が
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
十
数
日
に
な
り
ま
す
の

に
、
私
に
は
全
く
知
ら
せ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
日
か
ら
突
然
に
持
病

が
悪
く
な
り
、
今
は
い
よ
い
よ
ひ
ど
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
、
頭
の

で
き
も
の
に
苦
し
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
で
き
も
の
は
已す
で

に
つ
ぶ
れ
て
し
ま

い
、
も
は
や
心
配
す
る
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
持
病
も
少
し
は
よ
く
な
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
や
は
り
心
配
で
落
ち
着
か
ず
、
本
当
に
口
で
は
言
え
ぬ
ほ
ど

で
し
た
。
近
頃
、
こ
ん
な
に
も
や
っ
か
い
な
病
気
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
も
ま
こ
と
に
私
が
家
長
で
あ
り
な
が
ら
、
我
が
身
を
つ
つ
し
み
修

養
し
て
、
家
族
の
者
た
ち
を
訓
化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
誡い
ま
し

め
を
犯お
か

す
こ
と

が
多
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
私
は

た
だ
た
だ
誠
心
誠
意
、
罪
を
待
つ
だ
け
で
す
。
こ
れ
は
口
先
だ
け
で
言
っ
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
官
奴
が
す
で
に
詳く
わ

し
く
申
し
上
げ
て
い
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
も
う
多
く
は
申
し
ま
せ
ん
。
上
は
道
徳
に
そ
む
き
、
下
は
先

生
に
愧は

ず
る
ば
か
り
で
す
。
も
う
何
も
申
せ
ま
せ
ん
。」

書
翰
の
内
容
か
ら
み
て
、「
官
奴
」
す
な
わ
ち
王
献
之
の
娘
の
玉
潤
が
治
療

を
受
け
て
い
た
道
士
の
先
生
に
宛
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
目
前
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
は
ず
の
幼
い
孫
娘
の
死
に
遭
遇
し
て
、
羲
之
の
悲
し
み
は
い
か
ば
か
り

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
身
内
の
、
そ
れ
も
自
分
よ
り
も
若
い
者
が
死
ん
で
い
く
こ
と
を
経

験
し
、
羲
之
は
よ
り
一
層
、
今
こ
の
時
を
充
実
し
て
生
き
て
行
こ
う
と
い
う
思

い
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
今
回
は
王
羲
之
の
「
蘭
亭
の
序
」
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ

た
羲
之
の
思
い
を
、
羲
之
自
身
が
し
た
た
め
た
書
翰
の
内
容
と
重
ね
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
蘭
亭
の
会
で
は
主
催
者
で
あ
る
羲
之
自
身
も
以
下
の
よ
う
な
詩

を
作
っ
て
い
る
。

　

其
の
一

悠
悠
大
象
運　
　

悠
悠
と
し
て
大た
い
し
や
う象
は
運め
ぐ

り

輪
轉
無
停
際　
　

輪
轉
し
て
停と
ど

ま
る
際
無な

し

陶
化
非
吾
匠　
　

陶た
う
く
わ
か化
は
吾
が
匠し
や
う

に
非
ず

去
來
非
吾
制　
　

去
來
も
吾わ

が
制せ
い

に
非
ず

宗
統
竟
安
在　
　

宗そ
う

統と
う

は
竟は

た
安い
づ

く
に
か
在
る

即
順
理
自
泰　
　

即
ち
理
り
順し
た
が

ひ
て
自
ら
泰や
す
ら

か
な
り

有
心
未
能
悟　
　

心
有
り
て
未
だ
悟
る
能
は
ず

適
足
纏
利
害　
　

適
足
せ
ん
と
す
る
も
利
害
に
纏ま
と

は
る
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未
若
任
所
遇　
　

未
だ
遇
す
る
所
に
任
せ
て

逍
遙
良
辰
會　
　

良
辰
の
會
に
逍
遙
す
る
に
若し

か
ず

こ
の
大
い
な
る
天
地
の
現
象
は
悠
々
と
し
て
め
ぐ
り
、
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ

て
停
ま
る
時
は
な
い
。

造
り
育
て
た
の
は
私
で
は
な
い
し
、
往
来
す
る
の
も
私
が
さ
せ
て
い
る
の

で
は
な
い
。

い
っ
た
い
誰
が
あ
や
つ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、（
誰
も
あ
や
つ
っ
て
は

い
な
い
の
に
）
道
理
に
順
っ
て
お
の
ず
か
ら
泰
然
と
し
て
い
る
。

俗
な
心
の
た
め
に
ま
だ
悟
る
こ
と
も
で
き
ず
、
満
足
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
に
利
害
に
か
ら
ま
れ
て
い
る
。

境
遇
に
ま
か
せ
て
、
こ
の
良
き
時
の
会つ
ど

い
に
逍
遙
す
る
に
こ
す
も
の
は
な

い
。

　

其
の
二

三
春
啓
群
品　
　

三
春 

群
品
を
啓ひ
ら

き

寄
暢
在
所
因　
　

寄き

暢ち
や
う 

因
る
所
に
在
り

仰
眺
望
天
際　
　

仰
眺
し
て
は
天
の
際き
わ

を
望
み

俯
瞰
綠
水
濱　
　

俯
し
て
は
綠
な
す
水
濱
を
瞰み

る

寥
朗
無
涯
觀　
　

寥
朗
た
り 

涯は
て

し
無
き
觀

寓
目
理
自
陳　
　

目
を
寓
す
れ
ば
理
は
自
ら
陳の

ぶ

大
矣
造
化
功　
　

大
い
な
る
矣か
な 

造
化
の
功

萬
殊
莫
不
均　
　

萬
殊 

均
し
か
ら
ざ
る
は
莫な

し

群
籁
雖
參
差　
　

群
籁 

參し
ん

差し

た
り
と
雖
も

適
我
無
非
親　
　

我
に
適か
な

ひ
て
親
し
む
に
非
ざ
る
は
無
し

こ
の
春
に
万
物
は
目
覚
め
、
そ
の
な
か
で
私
は
存
分
に
気
晴
し
を
す
る
。

空
を
仰
い
で
は
天
の
際は
て

を
望
み
、
目
を
俯
せ
て
は
緑
の
水
辺
を
み
る
。

広
々
と
し
て
果
て
し
な
い
景
観
、
目
を
や
れ
ば
自
然
の
道
理
は
お
の
ず
か

ら
明
ら
か
。

大
い
な
る
か
な
造
物
主
の
功
業
、
万
物
す
べ
て
形
は
異
な
る
も
そ
の
理
は

一
つ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
響
き
は
様
々
で
あ
る
が
、
私
に
は
心
地
よ
く
全
て
親
し
む
べ

き
も
の
。

　

其
の
三

猗
歟
二
三
子　
　

猗あ

歟あ 

二に

三さ
ん

子し

莫
非
齊
所
托　
　

托
す
る
所
を
齊ひ
と

し
く
す
る
に
非
ら
ざ
る
莫な

し

造
眞
探
玄
退　
　

眞し
ん

に
造い
た

り
玄げ
ん

退た
い

を
探
ら
ん

涉
世
若
過
客　
　

世
を
涉
る
こ
と
過
客
の
若ご
と

し

前
世
非
所
期　
　

前
世
は
期
す
る
所
に
非
ず

虛
室
是
我
宅　
　

虛
室
は
是こ

れ
我
が
宅
な
り

遠
想
千
載
外　
　

遠
く
千
載
の
外
を
想
ふ

何
必
謝
曩
昔　
　

何
ぞ
必
ず
し
も
曩な
う

昔せ
き

を
謝し
や

せ
ん
や
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相
與
無
所
與　
　

相
ひ
與と
も

に
與あ
づ
か

る
所
無
し

形
骸
自
脫
落　
　

形
骸
は
自
ら
脫
落
す

あ
あ
、
君
た
ち
よ
。
身
を
寄
せ
る
所
を
同
じ
く
し
な
い
者
は
い
な
い
。

真
実
に
至
り
、
道
の
奥
義
を
探
ろ
う
。
世
を
渡
る
こ
と
は
旅
人
の
よ
う
な

も
の
な
の
だ
。

前
世
の
人
の
言
う
こ
と
な
ど
私
は
あ
て
に
は
し
て
い
な
い
。
人
気
の
無
い

部
屋
こ
そ
我
が
住
い
。

遠
く
千
載
の
は
て
を
想
い
や
る
。
必
ず
し
も
昔
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
言
う

必
要
は
な
い
。

お
た
が
い
、た
の
み
と
す
る
も
の
は
な
い
。肉か
ら
だ体
は
お
の
ず
か
ら
無
く
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
。

　

其
の
四

鑑
明
去
塵
垢　
　

鑑か
が
み

明
ら
か
な
れ
ば
塵ぢ
ん

垢こ
う

を
去
り

止
則
鄙
郄
生　
　

止と
ど

ま
れ
ば
則
ち
鄙ひ

郄げ
き

生
ず

體
之
周
未
易　
　

之
を
體た
い

す
る
こ
と
周ま
こ
と

に
未
だ
易や
す

か
ら
ざ
る
も

三
殤
解
天
形　
　

三さ
ん

殤し
や
う

を
天
形
と
解か
い

さ
ん

方
寸
無
停
主　
　

方
寸
に
停
主
無
し

務
伐
將
自
平　
　

伐ば
つ

に
務
め
て
將も
つ

て
自
ら
平た
ひ
ら

か
に
せ
ん

雖
無
絲
與
竹　
　

絲
と
竹
と
無
し
と
雖
も

玄
泉
有
清
聲　
　

玄
泉
に
清
聲
有
り

雖
無
嘯
與
歌　
　

嘯し
や
う

と
歌か

と
無
し
と
雖
も

詠
言
有
餘
馨　
　

詠え
い

言げ
ん

に
餘よ

馨き
や
う

有
り

取
樂
在
一
朝　
　

樂
し
み
を
取
る
は
一
朝
に
在
り

寄
之
齊
千
齡　
　

之
に
寄
せ
て
千
齡
に
齊ひ
と

し
く
せ
ん

鏡
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
塵
や
垢
も
寄
せ
つ
け
な
い
が
、
い
っ
た
ん
塵
や
垢

が
つ
い
て
し
ま
う
と
曇
っ
て
し
ま
う
も
の
。

道
を
体
得
す
る
こ
と
は
ま
だ
易
し
く
は
な
い
が
、
若
死
も
天
命
だ
と
理
解

し
よ
う
。

心
の
中
に
は
定
ま
っ
た
主あ
る
じ

は
い
な
い
、
わ
い
て
く
る
欲
念
を
伐う

ち
払
っ
て

平
静
に
し
よ
う
。

絲こ
と

や
竹ふ
え

は
無
い
け
れ
ど
も
、
奥
深
い
泉
に
は
清
々
し
い
音
色
が
あ
る
。

嘯う
そ
ぶ
き

や
歌う
た

は
無
く
て
も
、
吟
詠
の
声
に
は
余
韻
が
た
だ
よ
う
。

　

其
の
五

合
散
固
有
常　
　

合
散
は
固も
と

よ
り
常
有
る
も

修
短
定
無
始　
　

修
短
は
定
め
て
始
め
無
し

造
新
不
蹔
停　
　

造
新
は
蹔し
ば
ら

く
停と
ど

ま
ら
ず

一
往
不
再
起　
　

一
た
び
往ゆ

か
ば
再
び
は
起
き
ず

於
今
爲
神
奇　
　

今
に
於
い
て
神
奇
と
爲
す
も

信
宿
同
塵
滓　
　

信し
ん

宿し
ゆ
く

に
し
て
塵ぢ
ん

滓し

と
同
に
す

誰
能
無
慷
慨　
　

誰
か
能よ

く
慷か
う

慨が
い

無
か
ら
ん
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散
之
在
推
理　
　

之
を
散さ
ん

ず
る
は
理
を
推
す
に
在
り

言
立
同
不
朽　
　

言
の
立
つ
る
は
不
朽
に
同
じ
き
も

河
清
非
所
俟　
　

河
の
清
む
は
俟ま

つ
所
に
非
ず

合
う
と
散わ
か

れ
る
と
は
も
と
よ
り
き
ま
り
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
命
の
長

短
は
決
し
て
始
め
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

新
し
い
生
命
は
次
々
と
造
り
出
さ
れ
る
が
、
い
っ
た
ん
死
ん
で
し
ま
え
ば

再
び
起
き
上
が
る
こ
と
は
な
い
。

今
は
神
奇
な
る
は
た
ら
き
を
し
て
い
て
も
、
す
ぐ
に
塵
垢
と
同
じ
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
。

誰
が
い
っ
た
い
悲
し
み
嘆
か
ず
に
お
れ
よ
う
か
、
こ
の
懐
慨
を
散
ず
る
に

は
真
理
を
悟
る
し
か
な
い
。

立
言
に
よ
っ
て
不
朽
の
名
を
残
す
の
も
よ
い
が
、
河
が
清
む
の
を
待
っ
て

は
お
れ
な
い
。

「
新
し
い
生
命
は
次
々
と
造
り
出
さ
れ
る
が
、
い
っ
た
ん
死
ん
で
し
ま
え
ば

再
び
起
き
上
が
る
こ
と
は
な
い
」
と
悟
っ
た
王
羲
之
は
、「
大
い
な
る
造
物
主

の
功
業
、万
物
す
べ
て
形
は
異
な
る
も
そ
の
理
は
一
つ
」で
あ
り
、「
道
理
に
順
っ

て
お
の
ず
か
ら
泰
然
」
と
し
て
生
き
、
そ
し
て
死
ん
で
ゆ
こ
う
と
い
う
心
構
え

を
こ
の
詩
に
見
せ
た
。
人
間
の
生
死
を
嘆
き
悲
し
む
よ
り
、
今
こ
の
時
を
楽
し

む
こ
と
を
重
視
す
る
思
い
は
、「
蘭
亭
の
序
」
に
記
さ
れ
た
「
目
を
遊
ば
せ
懐

い
を
馳
せ
る
こ
と
」
十
分
に
楽
し
む
考
え
方
と
重
な
っ
て
い
る
。
詩
の
中
で
書

か
れ
て
い
る
宇
宙
の
真
理
に
対
す
る
悟
り
は
、
荘
子
の
思
想
と
似
た
よ
う
部
分

は
あ
る
よ
う
だ
が
、
序
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、「
死
と
生
を
同
一
視
す
る
の

は
虚
誕
で
あ
り
、
長
寿
と
夭
折
を
同
じ
と
す
る
事
が
妄
作
で
あ
る
」
と
主
張
す

る
王
羲
之
は
、
生
死
を
同
一
視
す
る
荘
子
と
一
歩
距
離
を
置
い
た
よ
う
に
も
見

え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
晩
年
に
愛
す
る
孫
を
亡
く
し
た
時
の
羲
之
の
悲
し

み
は
非
常
に
重
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
会
稽
の
逸
民
」
に
な
る
前
に
、

王
羲
之
は
蘭
亭
の
会
で
「
若
死
も
天
命
だ
と
理
解
し
よ
う
」
と
し
た
。
悲
し
み

を
「
目
前
の
楽
し
み
」
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
彼
の
思
想
的
営
為
が

こ
こ
に
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
蘭
亭
の
序
」
及
び
そ
の
詩
の
内
容
を
通
し
て
、
王
羲
之
は
自
然
に
存
在
す

る
道
理
を
尊
い
、「
絲
竹
」
や
「
嘯
歌
」
が
無
く
て
も
、「
目
前
」
を
楽
し
み
な

が
ら
可
能
な
限
り
長
く
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
の
思
い
か
ら
、
王
羲
之
と
い
う
ひ
と
り
の
「
人
間
」
と
し
て
生
き

方
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
注
】

①
王
羲
之
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
森
野
繁
夫
『
王
羲
之
伝
論
』（
白
帝
社
）
を

参
照
。

②
本
稿
で
取
り
上
げ
る
書
翰
に
つ
い
て
は
、唐
・
張
彦
遠
輯
『
右
軍
書
記
』（
津

逮
秘
書
本
『
法
書
要
録
』
所
収
）、
清
・
乾
隆
三
十
四
年
勅
輯
『
淳
化
閣
帖
』

（
広
雅
書
局
刊
『
武
英
殿
聚
珍
版
』
所
収
）、明
・
張
溥
輯
『
王
右
軍
集
』（『
漢

魏
六
朝
一
百
三
家
集
』
所
収
）
を
用
い
た
。
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③
書
翰
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
森
野
繁
夫
・
佐
藤
利
行
『
増
補
改
訂
版 

王
羲

之
全
書
翰
』（
白
帝
社
）
を
参
照
。
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十
四

Wang Xizhi and Lanting Xu

Toshiyuki SATO and Liu JINPENG

[Keywords] Jin dynasty, Wang Xizhi, Gathering at Lanting, Lanting Xu, letters

　　Wang Xizhi, is traditionally referred to as the Sage of Calligraphy, and his most famous work 

is Lanting Xu (Preface to the Poems Composed at the Orchid Pavilion). Lanting Xu is highly 

appreciated not only for the aesthetic form of the manuscript, but also its philosophical expressions, 

which are considered important materials for analyzing Wang Xizhi’s views on life and death. He 

was forced to struggle for the social position of the Wang family as its patriarch, although he used 

to yearn for a secluded life. This article focuses on the texts of Lanting Xu and some related short 

letters, to delineate Wang Xizhi’s original philosophy of life, typified by the idea “obtaining 

pleasure from the present”. 




